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〈概要 〉

　強制連結法 は，二 つ の ス キ ーマ の 間に 関連 するキ ーワ
ー

ドを結 び つ けて 強制 的に連 結させ る 手

法で あ り，大 学の 授 業や教員研修を対象 に レ デ ィ ネス 把握 と して 先行研 究 が 行われ て き た ，元来 ，

強制連結法は ，発端 と帰結 キ ーワ ー ドを文字情 報で 提示 し て い た ．本 実践 で は非 言語 情報の 優位

性 （メ ラ ビ ア ン の 法則 ） とODA の 推進す るフ ォ トラ ン ゲ
ー

ジ （開発教 育） を鑑 み ，教材 を Visual

（視 覚）化 し，授業技術 の さらな る向上 を 目的に教材 モ デル を作成 した 。本稿 で は ，改良を加 え

た 強制連結法 を中学校 で 授 業実践 し
， 学習者 に与 えた視 覚効果や想 起 の 膨 らみ に つ い て 報告す る．

〈キ ー
ワ

ー ド〉

　強制連結法 ， 開発 教育 ， メ ラ ビ ア ン の 法則 ，
フ ォ トラ ン ゲージ ， デ ィ ジタル ・ア

ーキビ ス ト

1 ．は じめ に

　本研究は ，大学 の 共 通教育に お い て 学生 に

求め られ る能 力 の うち，課 題解決 に係 わ る総

合 的 な能 力 と して の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 能

力 （主体性，討議力 ，批判的思 考能力 ，論理

的思考能力 ，表現 ・伝達能力）の 育成 を図る

授 業モ デ ル の 開発 で あ る．こ れ は大 学の 教養

教育の 今 日的課 題で あ る，授業技術 を見 直す

こ とを 目的 に，林徳治 を研 究代 表者 と した平

成 17年 度科学 研 究 費補 助 金 田 に よ る 共 同研

究 と して進 めて い る ．

　強制連 結 法 は ，学習者 の レ デ ィ ネ ス 把握 を

行 うこ とが 主 な 目的 で あ っ た が
， 本授 業実践

は，学習者 の 想起を 高め る こ と をね ら い と し

た． こ れ ま で の 言葉 （Word ）に よ る連結 よ り，

静止 画像 や イ ラ ス ト （Visua ユ化 ）を用 い た連

結の 方 が 知識 の 想 起 を喚起 させ る 結果 を得

た ．本稿で は ，こ の 授業実践で 得た 知見 を 報

告す る とともに
， 学校教育に お け る ディ ジタ

ル ・ア ー
キ ビ ス トの 役割 に っ い て も考察す る ．

2 ．強制連結法の 先行研究 につ いて

　強制連結法 （Compulsory 　Linkage ）とは ， イ

メージマ ッ ピ ン グ の
一種 で ， 昔か らブ レ

ー
ン ス

トー ミ ン グ に 用 い られ る KJ法 （川喜多， 1967）

や学 習者 の 授 業展 開 に用 い られ る概念 地図法

（Novak　Gewin，1984）が 有名 で あ る．強制連

結法 は，学習者 の レ デ ィ ネ ス （既 有 ス キーマ ・

準備性 ・既 習度）や 課題解決 に お ける思 考過程

を把握す るた め の 手 法で ある ．

　林の 研 究
［21

は ，学生 を対象 と した プ レ ゼ ン

テ
ー

シ ョ ン （表 現 ・伝達 ）の 授業実践で ， 発端

キ ー ワ ー ドと帰結 キー ワ ー ドをど の よ うな 単

語 と順序で 連結 して い っ た か を分析す る こ と

に よ り ， 学習者 の 既有知 識，技能 ， 経験 ， 興 味 ・

関心 の 方向性 な どを予 め 把握す る た め の も の

で あ っ た ．こ の 研究 の 知見 として ，
「学習者の

特性 と学習課題 の 特徴 に最 もふ さわ しい 授 業

設計 を行 えば，教師 と学習者 との 間の ズ レ を 防

ぎ，学習者 に とっ て
“

わか る授業
”

を展開す る

こ とが 可能 とな るだ ろ う」 と報告 し て い る．ま

た ， 沖
［3 ］

は ， 学生 を対象 と した 授業設 計論で ，
「グル

ー
プ 議論 の 過 程で 強制連 結法 が有効 で

あ り ， 学習者 の 設 計 を修正 ・変更で きる メ リ ッ

トに加 え，意識 か ら外れ が ち な学習者の レデ ィ

ネ ス を常に把握 しなが ら授業を展開 で きる j と

報告 して い る．さ らに ，赤松
圏

は ，
「強制連

結法 を連 続 して行 うこ とに よ り，知識 の 想起 が

支援 され ，さ らに
一

つ の ノ ー ド （単語〕か ら関

連 し て 想 起す る知 識獲 得 を支援 す る効 果が あ

る」 と報 告 し て い る．

3．メラビア ンの 法則 とフ ォ トラ ンゲージ

　強 制連結 法の 言 語情報を視覚 情報 に 置 き換

えた 理 由に ，　 「メ ラ ビ ア ン の 法則 」
［5］ （A ．

Mehrabian 　1971）を 考慮 し た ．メ ラ ビ ア ン の 法

則 とは ， プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン技 術に お い て話者

が聴 衆に 与え るイ ン パ ク トと して ， 見た 目や表

情 ，し ぐさや視線な どの 視 覚情報 が 55％，声の

＊1FUJIMOTO ，
　 Koji ：宝塚 市立長 尾 中学校

＊2HAYASHI ，
　 Tokuji：山口 大学

＊30KI ，　 Hir 。taka　：立命館 大学
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質 ・速さ ・大 きさ ・口調 な どの 聴覚情報が 38％，

言葉 そ の もの の 意 味 で あ る言語 情報が 7％で あ

る と唱 えて い る もの で あ る．こ の こ と よ り ， 発

端 と帰結 キーワ ー ドの 言語表現 を，画像表現に

置き換 える こ とで ， さらな る学習者の レデ ィネ

ス 把握や想起 が膨 らむ の で は な い か と考 え た ．

　 さらに 画像 は ， 色や形 ， 大 き さ， イ メ
ー

ジ で

学習者 の 受容 に 差が 生 じ る可 能性が あ る た め ，

フ ォ トラ ン ゲー
ジ の 手 法 を活 用 し た．フ ォ トラ

ン ゲージ とは ， 開発 教育 「61 の 11の 基 本 ア ク テ

ィ ビ テ ィ の
一

つ で あ る，開発 教育の 「開発 」は ，

元 来，開発 途上 国に お ける経 済開発 と結び つ い

て い るが ， 日本 に お け る開発 教育は ， ODA （政

府 開発援助）が推進 し て い る国際理 解教育の
一

環 で ，学習結果 よ りも学習過程 を重視 して い る ．

教育手 法は ， 教師が フ ァ シ リテ ータ
ー

（促進者）

の 立場 とな り ， 学習者ひ とり
一

人の 異なる知識

や 経験 ，思考過程 を尊重 し ， 学習者の 意見 を導

き出す 過程 で 対 話を生 み出 し ， 相 q の 学びあい

を目標 に して い る．効果的 に フ ォ トラ ン ゲージ

を活用す るため 画像 の 提示 方法 は ，コ ン ピ ュ
ー

タ室 を利用 して ホ ス ト機 （指導者側 PC）か らク

ライ ア ン ト機 （学習者側PC ）へ 画 像 を送信 し た ．

示 し ，練習課題 に取 り組ませ た ．見本提示 の 後 ，

生徒 が連結 した例 を図 2に示す．
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　 園 1 ：強鮮 遮 結法 の 手 法 を学 ぶ た め の 例 示

4 。授業実践の 概要

（1）対 象 者 ： 宝塚市 内A中学校 一年 生

　　　　　　五 学級 （168名 ）　　　　　　　　
1

（2）実 施 日 ： 2006年 1月 24 口
〜2月 16口　　　　　　　　　即

（3）場 　 所 ： コ ン ピ ュ
ータ室

（4）教 　 科 ： 総合 的な学習の 時間

（5）学習 目標 ： 身近 な環境 問題 を 中心 に ，自ら

　課 題 を発 見 し
， そ の 課題 を整 理 ・分析 し ， ま

　と め た情報 を グ ル
ープ 討議 し な が ら論理 的

　思考や表現 ・伝達 能力 を育成す る．

（6）単元の ね ら い ； 強制連結法 の 利 用方法を知

　 り，課題 に対 す る学習イ メ
ージ を想起 す る．

（7）単元構成 ；

　 ・強制連結法の 手法 （練習 ・応用 ・発展）

　 ・強 制連結で 得た 想起 をグル
ープで 討議

　 ・グル
ープテ

ー
マ の 収束

（9）強制連結法 の 発端 ・帰結 キ
ー ワー ド

　 ・練習課題 二 「ロ ケ ッ ト」 × 「ジ ャ ガイモ 」

　 ・応用課題 ： 「自転車」 × 「メ ロ ン 1
・発展課題 ： 「日 常 生 活 x も っ た い な い x 環境問題」

曁繭

5．授業モ デル

（1）練習課 題 「ロ ケ ッ ト× ジ ャ ガイ モ 」

　強制連 結法の 手法 を学習す るた め に ， 図 1に

示す 「ロ ケ ッ ト× ジ ャ ガイ モ 」を見本 と し て 提

n ケ ツ ト x ジ ャ ガ イモ の 迎結例

表t　ロ ケ ッ トX ジャ ガ イモ の遮縞 よ り樽 た抽 出単語

　 こ の 練習課題 で，完成 した連結 をグル ープ討

議 に よ り，最 も説得力の ある連結単語 を拾い 上
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げた．そ の 単語 を降順 に ソー ト し た もの を表 1

に示 す ．

　 こ の 集 計 よ り，先行研究 と同様 に学習者 の 興

味や 関心 ， イ メ
ー

ジす る語彙 を把握す る結果 と

な っ た ，画像 キ ーか らイメ
ージす る単語 の 特徴

と して ， 「円形 ・丸 い （13位）」 ，
「け む り （15

位）」， 「炎 （18位）」が中位 に現れ て い るが ，

画像 キーの 印象や形，色 が 単語 の 連 結に 影響 を

及 ぼ して い る の で はな い か と推測す る．そ こ で ，

こ の 関連 を探 るた め に ， 言葉 の 意味 と し て は 同

じで あっ て も ， 色や形や印象が違 う画像 を与え，

そ の 差異を調査す る た め に ，2回 目の 応用課題
i自転車 × メ ロ ン 」 を実施 し た．

（2）応用 課 題 「自転車 × メ ロ ン 」

　Aグル
ープ （2ク ラ ス 66名）の 発 端画 像キ

ー
を

「婦人用 自転 申11 ，Bグ ル
ープ （2ク ラ ス 67名）

の 発端画像 キーを 「ス ポー
ツ用 白転軻 と画像

に変化 を持 た せ ，収束 の た め の 帰結画 像キ
ー

は

同
一

画像 の 「メ ロ ン 」 を用 い た ，A ・B両 グ ル ー

プ か ら様 々 な連結が 抽出で き た が，画像 の 特徴

よ り得 た連結 例 ・
つ の シ

…
トに ま とめ た もの

を図3に示す ．

各個人 の 連 結 に つ い て 説 得力 の あ る連結 を集

計 し，その 抽 出単語 を整理 した も の を 表2に示

す ，

　 こ の 結果 よ り，自転車 の 車輪や メ ロ ン の 形 か

ら両 グ ル ープ とも 厂丸 い 」 が最も多 い ．ま た ，

自転 車 の 部 品で あ る タイ ヤや ハ ン ドル も上 位

抽出単語 で あ っ た ．さ らに ， 婦人用 自転車 の イ

メ ージ を強調す る言葉 と して ， 「か ご 」 や 「か

ごの 編み 目」 ，「買い 物亅 ，「主婦」 とい っ た単

語 を想起 して い る の に対 し，ス ポー ツ用 自転 車

で は ，　 「事故」 や 「レ
ー

ス 」 ，「競輪」 な ど，

画像 の 特徴が想起 に効果 を及 ぼ し，埋没 し て い

た既 習知 識を導 き出す結果 で あ っ た と考 える ．

中学 馨聯生 （自簸準
一

メロン）

轟ケ結
一r露 7 轍   啄勲醒

匳ひ k
纏

．

　　　　　　 　　　　　　　仏像］

8ケ臨騨甥 配薫緝一Ψ 一

4　　 ・

宛嬬禦敵

N
副 璽 陣

　　　　 攤 禰

r 吻
図 3 ： イ メ ージの 違 う 自転車 に よる連結 例

　 Aグ ル ープ の 「婦人 用 自転 車」 を発 端 キ
ー

と

し て 用 い た連結例 と して ， 「婦人 用 自転 車の 画

像 → ベ ル ー→ 鐘 → 寺 → 仏像 → お 供 え物→ メ ロ ン

の 画像」 とい う収束 とな っ た ．そ れ に対 し，発

端 キーを 「ス ポー
ツ 用 自転車 」 と し た Bグ ル ー

プ で は ，
「ス ポーツ 用 自転車 → 交通事 故 → 病 院

→ 入 院→ お 見舞い → 果物 → メ ロ ン の 画像」と い

う連結が 現れ た ．日本人 が持 つ メ ロ ン の イ メ
ー

ジ を調査 した わけで は ない が ， 筆者 の 個人的な

感 覚で もメ ロ ン は ，高価 な食 べ 物 ， 贈呈対象の

食 べ 物 とい う印象が あ る．練習課題 と同様 に ，
こ の 応用課題 に つ い て も グル

ープ討議 を行 い ，

表2 ：A グル
ープ と B グ ル ープ よ り得 た抽 出単語

（3）発展課題 「目常生 活 x もっ た い な い × 環 境 問 題 」

　 発 展課題 で は ，発端画像 キ ーと帰結 画像 キ
ー

の 間に ，中間キ ーワ ー
ド （言語）を挿入 し ，

「日

常生活 x もっ た い ない × 地 球環境」と し て 強制

連結法 を実施 した． 「も っ た い な い 」を起用 し

た 経緯 は ， 環境分野 で初 の ノ
ーベ ル 平和賞を受

賞 し た ケ ニ ア 副 環 境 相 の マ ー タ イ 女 史

（Wangari　Maathai） が ， 日本 で 昔か ら伝 え ら

れ て い る 節約 意 識 の 「も っ た い な い 」 を ，
「Don

’

twaste 　what 　isvaluablel と表現 し
，

こ の 言葉 を賛美 して い る ，彼 女 と懇談 した小 泉

首相 は ， 3Rイ ニ シ ア チ ブ 国 際シ ン ポ ジ ウム

（2005．6）で ， 「日本 に古 くか ら あ る ， も っ た い

ない とい う意識 が ， 日本 の リサイ クル 文化 を生

み 出 し ，
3R活動が進展 して い る」 と挨拶 を述 べ

て い る ．こ こで 示 す環境問題 の 3R とは，リデ ュ

ー
ス （Reduce），リユ

ー
ス （Reuse），リサイ ク

ル （Recycle ）で ある．
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図 4 ： 中間 キ
ー

ワ
ー

ドと取 り入 れた 発展課題 の 連 結例

　本研 究 は ，環境 問題 を軸 と し た総合的 な学習

に お ける実践で ある ，発端 キーワ ー
ドの 「日常

生 活」は ，学習者 の とらえ方 の 概念が 広 い ため ，

3枚 の イ ラ ス ト （遊び ，炊事，掃除） を発端 キ

ー と し，帰 結キーは 静止 画 像 （汚れ た 海 ， 違法

駐車 ，森林伐採） を提示 し た ．連結例 を図 4に

し めすが 「口常 生活 → 洗濯 → 排水 → 川
一・河川汚

染 → ボ ウフ ラ → 生 態系 が変 わ る→遺 伝子 組 み

替え → 出 産 → 紙お む っ ［も っ た い な い ］→ 食 べ

残 し→ 晩 飯に感謝 → お 母 さん → 保 育 → 赤ち ゃ

ん → 環 境問題 」 が あ る ．こ の 連結に 基 づ き グ ル

ー
プ テ

ー
マ を 「赤 ち ゃ ん を 育て る 環境」 に設 定

し た ．グル ープ 討議 は ，回 数を 経 る ご と に 活発

な 意見交換 が 生 ま れ，互 い の 意識や 考 え方 の 違

い を発 見で き る手法で あ る．開発教育が 参加 型

手 法 を重視 して い る点 が こ こに あ る ．

6 ．考察

　言葉 （単語）の 代 わ りに 画像 を利用す る場合 ，

画像の 選択 が難 し い ．例 えば，日常生活 に おい

て テ レ ビや 新聞な どの メデ ィ ア が 流す情報は ，

しば し ば ，もの ご とを断片的，
一

面的に し か 捉

え て い ない こ とや ，意図的に切 り取 られ た情報

操作 に 直面す る 場合 がある．本実践で も，なぜ

そ の 画像 を選択す る の か 事前 の 吟味 に時間 を

要 した ．あ え て 均
一

で あ る言語 情報 をキー ワ ー

ドと して 扱 うの で は な く，画像 をキ ーと し て 設

定 し た理 由は ，学習経験の 浅 い 児童 ・生徒 を対

象 とし た こ とが発想 の 原点 に ある ， 「自転車」

や 「メ ロ ン 」は 、
モ ノ を特 定で き る 画像 を比較

的簡単に選択 で きるが ， 「日常生 活」や 「環境

問題」等，言葉 の 持 っ 概念 が広 義な場合 は画像

の 選択 に 困惑 し た．発 展 課題 に つ い て は ，最終

的 に筆 者 の 主観 で 日常 生活 の イ ラス トと環境

問題 の 制止 画 を選 択 した が ，絵 の 持 つ イメ ージ

や 印象が 強調 され た連 結 とな っ た．

7 ．おわ りに

　数年 前か ら国家施策 と して 教育用デ ィ ジ タ

ル コ ン テ ン ツ が整 備 され た ．こ の よ うな背景 を

ふ ま え，後藤
匚7」

は ，知財教育 （知的財産教育）

の 重要性 に っ い て
， 創造性 の 教 育と関連づ けて

取 り組 む 事の 必 要性や ， 知的創 造サ イ ク ル で の

文 化 活 動 を支 え る人 材育成 の 必 要性 を指摘 し

て い る．今後，放送 メデ ィ ア や教育 コ ン テ ン ツ ，

文化財 を教育 で活用す る場合，デ ィ ジタ ル ・ア
ーキ ビ ス トとし て の 視点 を視野 に入 れ ， 教材 開

発 をお こ な う必 要が ある と考 える．

　本研 究は，参 画型 学習 を通 した コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力 の 育成が ね ら い で あ る．本授業実践

で 学習者は ， 既 存の 学習知識 を グル
ー

プ 討議で

発展 させ ， 客観的視野や独 創性 が育成 された と

考 える ．現在 ， 中間 キ
ー ワー

ドの 設定方法 や ，

言語 と画像の 融合 ， 感情を表現 した 画 像の 活用

な ど ， 改良を加 えた教材 モ デル を構築中で あ る．

授業 評価に つ い て は ，記述式 に よ る形成的評価

と し たが ，評価 尺度 を 再構築 し た い ．本研 究 に

対 し，メ デ ィ ア ，認知心 理 や脳 の 発 達，記憶 と

い っ た分野の 専門家か らもご意見 を頂 きた い ．
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